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◆　　　　村の予算をお知らせします　　Ｐ ２〜４

◆　ふるさと創生基金助成事業のご案内　　　　　Ｐ 5

◆ 地域創造複合施設リニューアルオープン   　 Ｐ 6 〜 ７

◆　着任教職員・新採用職員を紹介します　   Ｐ 8 〜 9

◆　村からのお知らせ　　　　　　　　　　     Ｐ 14 〜 15

　４月８日から 15日まで、新
入生をはじめ登下校する児童の
安全を守るため、交通安全街頭
指導が行われました。
　子どもたちは元気よく「おは
ようございます！」とあいさつ
を交わし、登校していました。



同
債
は
３
億
２
４
９
０
万
円
を
見
込

み
、
過
疎
対
策
事
業
債
は
前
年
度
よ
り

９
７
９
０
万
円
の
減
と
し
ま
し
た
。

   

本
年
度
も
引
き
続
き
、
道
路
・
橋

り
ょ
う
、
農
業
基
盤
、
通
信
環
境
整
備

な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
重
点
を
置
い

て
お
り
、
ま
た
、
医
療
・
介
護
・
子
育

て
・
教
育
・
地
方
創
生
な
ど
の
分
野
に

つ
い
て
は
継
続
し
て
事
業
へ
取
り
組
み

ま
す
。

※
予
定
し
て
い
る
主
な
事
業
は
４
ペ
ー

　
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

村の予算を
お知らせします

令和３年度

令
和
３
年
度
は
、
第
６
期
総
合

計
画
の
４
年
目
。
ま
ち
づ
く
り
の

テ
ー
マ
と
し
て
掲
げ
て
い
る
「
住

み
た
い　

住
み
続
け
た
い
ま
ち　

と
も
に
つ
く
ろ
う　
み
ん
な
の
夢

大
地
」
の
実
現
に
向
け
て
、ま
た
、

第
２
期
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
に
掲
げ
る
施
策
を
推

進
す
る
こ
と
で
「
20
年
後
、
30
年

後
を
見
据
え
た
課
題
を
解
決
す
る

こ
と
」
を
目
指
す
予
算
を
編
成
し

ま
し
た
。

　
今
月
号
で
は
、
本
年
度
予
算
の

概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

会計名 予算額 前年度比
一般会計 44 億 3,190 万円 -3.35％

特別
会計

  国民健康保険 ８億 7,678 万円 -0.76％
事業勘定 ５億 5,752 万円 -0.58％

診療施設勘定 ３億 1,926 万円 -1.06％
後期高齢者医療事業 6,087 万円 2.55％
  介護保険事業 ３億 7,783 万円 1.05％

事業勘定 ３億 7,576 万円 1.06％
サービス事業勘定 206 万円 0.29％

企業
会計

簡易水道事業 2 億 9,700 万円 60.22％
公共下水道事業 3 億 2,276 万円 16.43％
合　計 63 億 6,713 万円 0.04％

　3 月に開催された第１回村議会定例会
で議決され、前年度の当初予算の額と比
較すると236万円(0.04％)の増となっ
ています。

63億6,713 万円
前年度　63億6,476 万円

当初予算総額

●一般会計　44 億 3,190 万円

●企業会計　　6 億 1,976 万円
●特別会計　13 億 1,547 万円

【繰入金】
事業を行うために、基金（村の貯金）や他の会計
から一般会計に取り入れるお金

【地方交付税】
国が所得税などの国税の一定割合を自治体の財
政状況などに応じて交付するお金

【村債】
大型事業を行うときなど多額の出費をするとき
に国や銀行から借り入れるお金（村の借金）
・辺地対策事業債
村債の１つ。辺地（市町村内の集落などを単位）
を基準に市町村の辺地総合整備計画に記載した
施設整備事業に借り入れるお金
・過疎対策事業債
村債の１つ。過疎地域が対象で、過疎地域持続
的発展市町村計画に基づく事業に借り入れるお
金

【公債費】
村債の元金や利息の支払いに使うお金

予算用語の解説
　
自
主
財
源
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を

考
慮
し
、
村
税
を
前
年
度
比
４
・
73
％

減
の
６
億
１
８
０
８
万
円
と
見
込
ん

だ
ほ
か
、
繰
入
金
は
49
・
33
％
減
の

２
億
２
０
３
万
円
と
な
っ
て
お
り
、
公

共
施
設
の
改
修
な
ど
に
活
用
し
ま
す
。

　
依
存
財
源
で
は
、
地
方
交
付
税
を
国

の
地
方
財
政
計
画
な
ど
か
ら
推
測
し

て
18
億
７
５
０
０
万
円
と
し
、
村
債

は
、
ど
ん
ぐ
り
公
園
の
ふ
わ
ふ
わ
ド
ー

ム
整
備
の
財
源
に
５
１
９
０
万
円
と
し

た
ほ
か
、
道
路
・
橋
り
ょ
う
整
備
な
ど

の
大
型
事
業
に
活
用
す
る
た
め
、
よ

り
有
利
な
財
源
と
し
て
辺
地
対
策
事

業
債
を
活
用
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

商工費
1 億 1,031 万円
       （−7.29％）

消防費
１億 6,199 万円
     （−37.90％）

議会費 5,040 万円
          （+0.16％）

公債費
6 億 8,774 万円
      (-2.14％ )

総務費
9 億 5,099 万円
       （+0.22％）

民生費
6 億 2,672 万円
       （-2.93％）

衛生費
3 億 3,353 万円
       （-3.40％）

労働費
504 万円 (−1.95％）

地方交付税
18 億 7,500 万円
      （−2.34％）

村税
６億 1,808 万円
        （-4.73％）

分担金及び負担金
8,218 万円

（+32.37％）
使用料及び手数料
１億 3,389 万円
        （-1.38％）

財産収入・寄付金・諸収入
１億 5,371 万円
     （+37.21％）

繰入金
2 億 203 万円
   （-49.33％）

繰越金
5,000 万円
    （±0％）

地方譲与税
１億 2,666 万円
        （-8.09％）

各種交付金
8,679 万円

（+6.36％）

国庫・道支出金
4 億 8,838 万円
     （-20.83％）村債

6 億 1,513 万円
     （＋ 45.85％）

自主財源
28.0％

依存財源
72.0％

◆地方消費税交付金（社会保障財源化分）の
　使途について
　地方消費税交付金の増収分については、その使途
を明確にするとともに「社会保障施策に要する経費」
に充てることとされています。
　令和３年度更別村一般会計予算の社会保障施策へ
の充当状況は次のとおりです。

地方消費税交付金（社会保障財源化分）　2,456 万円

社会保障施策 令和３年度予算額 社会保障財源化分

社会福祉費
２億 9,535 万円 1,213 万円

主な事業：重度心身障害年金、障がい
者日中活動支援事業　など

老人福祉費
１億 2,208 万円 723 万円

主な事業：介護従事者雇用対策事業、
高齢者在宅福祉サービス事業　など

児童福祉費
２億   913 万円 520 万円

主な事業：学童保育所運営事業、認可
保育所運営事業、出産報償費　など

合　計 ６億 2,656 万円 2,456 万円

※村民１人あたりの数値とは、　
　予算額を令和 3 年４月１日
　現在の人口 3,160 人で割っ
　たものです。

科　目 村民１人あたり
議 会 費 1 万 5,948 円
総 務 費 30 万　947 円
民 生 費 19 万 8,330 円
衛 生 費 10 万 5,546 円
労 働 費 1,594 円
農林水産業費 16 万   913 円
商 工 費 ３万 4,909 円
土 木 費 16 万 9,810 円
消 防 費 5 万 1,264 円
教 育 費 14 万 2,468 円
災害復旧費 1,390 円
公 債 費 21 万 7,639 円
諸 支 出 金 476 円
予 備 費 1,266 円

合　計 140 万 2,500 円

【歳出】（科目別）

税　目 村民１人あたり
村 民 税 8 万 6,507 円
固定資産税 9 万 8,726 円
軽自動車税 4,261 円
た ば こ 税 6,103 円

合　計 19 万 5,598 円

【歳入】（村税）

一
般
会
計　
歳
入

一
般
会
計　
歳
出

災害復旧費
  439 万円
     （±0％）

歳入

歳出
※（　）内は前年度比の増減割合

農林水産業費
５億 849 万円
     （27.44％）

土木費
５億 3,660 万円
     （-7.01％）

教育費
4 億 5,020 万円
   （−13.88％）

諸支出金 150 万円
        （-20.71％）

予備費 400 万円
         （60.00％）

23



●問い合せ　企画政策課地域開発係　☎ 52-2114

ふるさと創生基金助成事業
あなたのやる気を応援します！

※特産品とは、本村で生産される農畜産物などやそれらを加工したもの

事業名 対象地域 助成対象基準 助成額

特産品開発
チャレンジ

事業

特産品
開発研究事業

村内全域

①新たな商品や既存の商品と比べ、差別化が図ら
　れる商品を開発研究するもの
②村内をはじめ一般販売（提供）を目指すもの
③継続して製造・販売を目指すもの

事業費の 90％以内
助成限度額：　
　１事業１年あたり 200 万円

（３年間限度）
特産品

販路拡大事業
特産品開発研究事業で開発した商品の販路拡大を
目指すもの

事業費の 90％以内
助成限度額：１事業 100 万円

特産品
販売組織設置事業

上の２つの事業を活用し、生産・加工・販売などを
一体的に行う事業体を設立するもの

事業費の 90％以内
助成限度額：１事業体 100 万円

特産品開発チャレンジ事業 特産品の開発研究などを通して村の経済発展と知名度の向上に！

事業名 対象地域 助成対象基準 助成額 ( 令和４年 3 月まで増額 )

商
店
街
活
性
化
事
業

新規開店等
施設整備事業

市街地区

店舗の新築、居抜き取得 ■新築・居抜き取得の場合
事業費の30％以内　助成限度額：１事業 500 万円

　（村以外からの土地取得費を含む）
■既存店舗増改築・設備整備の場合

事業費の30％以内　助成限度額：１事業 500 万円
■賃借の場合
　①店舗改修費の30％以内
　　助成限度額：１事業 200 万円
　②月額家賃の 70％以内
　　助成限度額：１事業月額５万円（２年間限度）
■賃借から取得の場合
　本事業の「賃借」の助成対象者に該当してから
　５年以内に取得した場合、取得費の 30％以内の
　額と『賃借』の助成額の合算額に対して１事業
　500 万円を限度に助成
　（事業費の下限額 30 万円　※家賃助成を除く）

空き店舗・空き家
活用事業

空き店舗・空き家の増改築取得、賃借
による新規開店（移転開店を含む）、
借家を買取り店舗開店

（店舗に係る月額家賃の助成を受けた
　村内の借家からの賃借移転は除く）

既存店舗改修事業

既存店舗の建て替え新築・増改築・設備
整備

（以下の経営革新を図るものに限る）
①新たな顧客の取り込み
②幅広い年齢層の集客
③販路の開拓
④効率化による持続的経営

※店舗併用住宅については住宅部分を除く　※常駐体制のあるものとする　※村商工会を経由して申請

商店街活性化事業 雇用の機会を確保し、経済の発展と住民の福祉向上に！

事業名 対象地域 助成対象基準 助成額

地域づくり
対策事業

地域振興調査
研究事業

村内全域
生活基盤、その他生活安心に関わるものの調査、研究

事業費の 50％以内
助成限度額：１事業 50 万円

コミュニティ
振興事業 住民のふれあい、つながりに関わる交流、催事

街なか生き生き
活性化事業 市街地区 商店街のにぎわい、交流、笑顔の創出に関わる環境向上

対策、催事

地域づくり対策事業 地域特性を活かし、自主性・独創性豊かな活力ある地域づくりに！

村内に住所がある個人・団体・法人（団体と法人
は代表者の住所が村内にある方）が対象です。
助成を希望される方はお気軽に相談ください。

事業名 対象地域 助成対象基準 助成額（令和４年３月まで増額）

ふるさとづくり事業 村内全域
特産品の製造・販売などを行う施設のほか、飲食
業やサービス業を行う施設の整備などの有形事業

事業費の 50％以内
助成限度額：１事業 300 万円

（事業費の下限額 30 万円）

ふるさとづくり事業 個性的なふるさとづくり活動を通して活力と潤いのあるまちづくりを！

※商店街活性化事業の対象となる事業は除く　※常駐体制のあるものとする　※村商工会を経由して申請　

特
別
会
計
・
企
業
会
計

特
定
の
事
業
を
行
う
た
め
に
一
般
会

計
と
は
別
に
経
理
す
る「
特
別
会
計
」と
、

民
間
企
業
の
よ
う
に
利
用
料
金
を
中
心

に
運
営
す
る「
企
業
会
計
」が
あ
り
ま
す
。

【
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
】

　
事
業
勘
定
は
、
前
年
度
比
０
・
58
％

の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

診
療
施
設
勘
定
は
、
前
年
度
１
・

06
％
の
減
と
な
っ
て
お
り
、
今
年
度
も

医
療
用
機
器
整
備
の
更
新
を
行
い
ま

す
。

【
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
特
別
会
計
】

　
前
年
度
の
実
績
か
ら
、
２
・
55
％
の

増
と
し
て
い
ま
す
。

【
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
】

　
事
業
勘
定
は
、
前
年
度
比
１
・
06
％

の
増
と
な
っ
て
お
り
、
サ
ー
ビ
ス
勘
定

は
、
前
年
度
比
０
・
29
％
の
増
と
な
り

ま
し
た
。

【
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
】

  　　
（（
企
業
会
計
）

　
道
営
事
業
負
担
金
（
営
農
用
水
）
の

大
幅
増
に
よ
り
、
前
年
度
比
60
・
22
％

と
大
き
く
増
加
し
て
い
ま
す
。
主
に
配

水
管
路
更
新
を
行
う
予
定
で
す
。

【
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
】（
企
業
会
計
）

　
前
年
度
比
16
・
43
％
の
増
と
な
っ
て

お
り
、
更
別
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
非
常
通

報
装
置
等
更
新
工
事
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

◆令和３年度に予定している主な事業（一般会計科目別・特別会計・企業会計）
科目・会計 事業名 事業内容 予算額

総務費 地方創生関連事業 近未来技術等社会実装事業、台東区・
墨田区連携事業十勝町村会負担金など 1,853 万円

総務費 情報通信基盤整備事業
（高度無線環境整備事業）

農村部、上更別市街地光回線整備
（繰越事業） ２億 2,898 万円

衛生費 歯科診療所医療機器購入事業 歯科治療台更新など 820 万円

農林水産業費 ふるさと館改修事業 温水ボイラー更新（１基） 1,048 万円

農林水産業費 プラムカントリー改修事業 どんぐり公園ふわふわドーム整備 5,192 万円

土木費 建設機械等購入事業 小型ホイールローダ１台購入 733 万円

土木費 民間住宅建設促進事業 住宅建設助成（移住者・子育て・高齢者・
要支援者への応援加算など） 2,000 万円

教育費 学校施設改修事業 屋 外 ト イ レ 新 設、 グ ラ ウ ン ド 照 明
増設（上更別小学校） 541 万円

教育費 国際交流事業推進経費 飛び出せワールド事業（中学生、隔
年実施） 700 万円

教育費 文化推進経費 ヤチカンバ生育個体数調査 499 万円
教育費 トレーニングセンター改修事業 移動式バスケットゴール更新 775 万円

国民健康保険
診療施設勘定 診療所医療機器等整備事業 内視鏡システム、内視鏡用洗浄消毒器、

携帯型心電計など 1,177 万円

簡易水道事業特別会計 道営事業負担金（営農用水） 配水管路など更新（調査設計含む） １億 4,160 万円
公共下水道事業特別会計 下水道施設整備事業負担金 更別浄化センター非常通報装置外更新 4,100 万円

内視鏡システム、内視鏡洗浄機を更
新し医療体制拡充を図ります

どんぐり公園にふわふわドームを整
備し施設の魅力向上を図ります

移動式バスケットゴールを更新しス
ポーツ振興を図ります

令和３年度は拡充期間の最終年度です
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地  

域  

創  

造  

複  

合  

施  

設

地
域
創
造
複
合
施
設
は
、
令
和
３
年
４

月
よ
り
、
新
た
な
指
定
管
理
者
「
株
式
会

社
オ
カ
モ
ト
（
帯
広
市
）」
の
も
と
で
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
愛
称
は
、
多
く
の
人
が
集
ま
る
楽
し
い

更
別
の
広
場
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
の
思
い

か
ら
「
s
a
r
a
p
a
r
k
」
と
な
り
ま

し
た
。

　
施
設
は
、ホ
ー
ル
、ワ
ー
ク
ス
ペ
ー
ス
、

レ
ス
ト
ラ
ン
、ホ
テ
ル
、マ
ル
シ
ェ
な
ど
、

こ
れ
ま
で
の
機
能
を
活
か
し
つ
つ
、
さ
ま

ざ
ま
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
イ
ベ
ン
ト
が
実
施

さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
４
月
１
日
に
行
わ
れ
た
村
と
株
式
会
社

オ
カ
モ
ト
の
包
括
連
携
協
定
式
に
て
西
山

村
長
は
「
施
設
の
目
的
で
あ
る
、
人
材
育

成
、
移
住
や
企
業
・
創
業
、
市
街
地
の
賑

わ
い
創
出
な
ど
の
分
野
で
、
こ
れ
ま
で
に

培
わ
れ
た
健
康
や
ス
ポ
ー
ツ
分
野
、
音
楽

な
ど
文
化
面
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
、
人
的

資
源
を
活
か
し
て
い
た
だ
き
、
村
民
を
は

じ
め
と
す
る
多
く
の
利
用
者
の
方
が
生
き

生
き
と
活
躍
さ
れ
る
も
の
と
大
変
期
待
し

て
い
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。

　

株
式
会
社
オ
カ
モ
ト
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
岡
本
謙
一
代
表
取
締
役
社
長
か
ら

は
「
更
別
村
と
の
包
括
連
携
協
定
は
大
変

光
栄
な
こ
と
で
あ
り
責
任
重
大
。
官
民
連

携
で
こ
れ
ま
で
43
施
設
の
指
定
管
理
を
受

託
し
て
ま
す
が
、
更
別
村
と
一
体
と
な
っ

て
ま
ち
づ
く
り
の
一
翼
を
担
い
、
ス
ピ
ー

ド
感
を
も
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
で

す
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
行
わ
れ
た
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で
髙

木
村
議
会
議
長
は「
我
々
議
会
と
し
て
も
、

村
内
の
活
性
化
は
数
年
来
の
課
題
。
株
式

会
社
オ
カ
モ
ト
の
資
源
や
人
材
に
期
待
し

て
お
り
、
議
会
と
し
て
も
協
力
し
て
い
き

た
い
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。 s

a
r
a
p
a
r
k
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

株式会社オカモトホールディングス岡本謙一代表取締役社長（左）と西山村長（右）

　　 sarapark 指定管理者  株式会社オカモトホールディングス
　　●問い合せ・ホール・スタジオ・ホテル予約      ☎ 52-3455
　　●キッチン ( レストラン）                                ☎ 52-5000

様々な使い方が可能な ホール sarapark

「ホール sarapark」は、会議、コンサート、サーク
ル活動や講座などに利用できます。
　４月１日に開催されたオープニングコンサートでは、
バイオリンと電子ピアノの演奏により、北海道にゆか
りのある 10 曲以上の曲が披露され、会場に集まった約
30 名がその音色に聴きいっていました。
　参加された方は「もともとファンなので少人数で聴く
ことができとても良かった」「バイオリンが好きで、知っ
ている曲がいっぱいで楽しかった」と話してくれました。
　ホールは年末年始（12 月 29 日から１月３日）を除き、
午前９時から午後 10 時まで利用できます。

 ◆ホール sarapark 使用料
　　個人使用　１時間　夏 200 円　冬 240 円
　　専有使用　１時間　夏 510 円　冬 620 円
　　※夏５～ 10 月、冬 11 ～４月
　　※ Wi-Fi 完備　※営利目的は３倍
　◆スタジオ sarapark 使用料
　　専有使用　１時間　夏 200 円　冬 240 円
　　※夏５～ 10 月、冬 11 ～４月
　  ※ Wi-Fi 完備　※営利目的は３倍

　　　◆キッチン sarapark メニュー（4 月時点）
　　　　シーフードカレー（単品）　800 円　
　　　　グリーンカレー（単品）　　800 円　など
　　　　※５月は毎週火曜日のほか、15 日（土）・29 日（土）休み
　　　◆ホテル sarapark 宿泊料
　　　　ドミトリー　一人 3,000 円
　　　　その他の部屋（シングル、ダブル、ツイン）
　　　　　　　　　　一人 5,000 円～ 7,000 円　
　　  　 ※キャンペーンにより宿泊料が変動します
　　　  ※ Wi-Fi 完備

「スタジオ sarapark」は、Wi-Fi を完備しており、打
ち合わせやテレビ会議、動画配信などに利用できます。
開館時間はホールと同じです。
　「キッチン sarapark」は火曜日が定休日で、営業時
間は午前 11 時から午後 5 時まで。将来的にはディナー
タイムも営業予定です。
　「ホテル sarapark」はシングル、ダブル、ツインの
部屋とドミトリーがあります。宿泊料は時期などにより
変動します。テレビ会議や打ち合わせに利用できる スタジオ sarapark

美味しい食事が楽しめる キッチン sarapark

気軽に泊まれる ホテル sarapark

　　【当面の予定】
　◆５月 22 日（土）   
　　親子体験教室　 　　　　　 11:00 ～ 12:00
      美ューティ Body Wave　 13:00 ～ 14:00
　◆ 5 月 23 日（日）　
      子供体操教室　　　　　　  11:00 ～ 12:00
　　ZUMBA　　　　　　　　 13:00 ～ 14:00
　 ※場所はいずれもホール sarapark、事前予約必要　

 ※詳しくは☎ 52-3455 へお問い合せください
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保
健
福
祉
課

子
育
て
応
援
課

子
育
て
応
援
課

子
育
て
応
援
課

住
民
生
活
課

更
別
消
防
署

更
別
小
学
校

更
別
小
学
校

更
別
小
学
校

更
別
小
学
校

更
別
中
央
中
学
校

更
別
中
央
中
学
校

更
別
中
央
中
学
校

更
別
農
業
高
校

更
別
農
業
高
校

上
席
教
諭

北き
た
村む
ら
ひ
と
み
さ
ん

教
諭山や

ま
田だ

朋と
も
美み
さ
ん

保
健
師

木き

村む
ら

寿じ
ゅ
理り
さ
ん

教
諭清し

水み
ず

理り

帆ほ
さ
ん

教
諭辻つ

じ

浩こ
う
一い
ち
郎ろ
う

さ
ん

教
諭小こ

浪な
み

綾あ
や
子こ
さ
ん

教
諭佐さ

藤と
う

絵え

里り
さ
ん

上
更
別
小
学
校

校
長阿あ

部べ

英え
い
一い
ち

さ
ん

教
諭板い

た
垣が
き

洋ひ
ろ
和か
ず

さ
ん

教
諭奥お

く
山や
ま

正ま
さ
行ゆ
き

さ
ん

事
務
長

村む
ら
瀬せ

公き
み
夫お
さ
ん

教
諭森も

り
田た

明あ
き
宏ひ
ろ

さ
ん

教
諭髙た

か
木ぎ

浩ひ
ろ
之ゆ
き

さ
ん

事
務
職
員

大お
お
野の

浩ひ
ろ
暉き
さ
ん

教
諭島し

ま
津づ

崇た
か
行ゆ
き

さ
ん

出　身：音更町
担　当：認定こども園上更別幼稚園
趣　味：旅行、オセロ
　きれいな街並みで、おいしい食べ
物がたくさんの更別で働かせていた
だけることとなり、とても嬉しく思
います。よろしくお願い致します。

出　身：池田町
担　当：更別幼稚園
趣　味：美味しいものを食べること
　子どもたち一人ひとりの個性を尊
重し、私自身も子どもたちと共に成
長していきたいです。よろしくお願
いします。

出　身：島根県
担　当：保健推進係
趣　味：旅行、手話
　これまでは看護師として東京都内
の病院に勤めていました。住民の皆
様に信頼される保健師になれるよう
精一杯努めてまいります。

出　身：幕別町
担　当：認定こども園上更別幼稚園

趣　味：音楽鑑賞
　不慣れな点が多くご迷惑をおかけ
するかと思いますが、１日でも早く
信頼のおける職員になれるよう頑張
ります。よろしくお願いします。

係
員荻お

ぎ
内う
ち

大や
ま
翔と
さ
ん

出　身：音更町
担　当：警防係
趣　味：ドライブ
　更別村を守れるよう訓練を重ね、
頼られる消防吏員になります。
　よろしくお願いいたします。

教
頭宗む

ね
形か
た

真な
お
恵え
さ
ん

出　身：帯広市
前任校：芽室町立芽室西中学校
趣　味：合唱、茶道、マラソン
　熱い思いで活動されている方が多
い更別村で、子どもたちと関わるこ
とができて嬉しく思います。よろし
くお願いいたします。

主
事
補

町ま
ち
田だ

知ち

奈な

美み
さ
ん

出　身：帯広市
担　当：戸籍窓口係
趣　味：読書、ドラマを観ること
　高校時代からお世話になっていた更
別村で働くことができてとても嬉しいで
す！これから一生懸命頑張りますので、
よろしくお願いします！

出　身：岐阜県
前任校：音更町立木野東小学校
担　当：５年生担任
趣　味：スノーボード、ゴルフ、ギター

人の笑った顔が好きです。みんなを笑
顔にするために、まずは自分が一番最初
に笑います。よろしくお願いします。

出　身：札幌市
前任校：芽室町立芽室小学校
担　当：１年生担任
趣　味：旅行、すぐ眠れること
　魅力あふれる地域で働くことができ、
ワクワクしています。更別の子どもたち
のために頑張ります。

出　身：岩手県
前任校：更別村立更別中央中学校
担　当：６学年支援担当
趣　味：パン作り、読書
　更別中央中学校で３年間お世話に
なりましたが、今年度から更別小学
校でお世話になります。

出　身：群馬県
前任校：帯広市立帯広第八中学校
担　当：理科
趣　味：旅行、ドライブ、ツーリング

おいしい水と日高山脈の四季の変化
が楽しみです。微力ながら生徒たちの
成長を支援していきたいと思います。

出　身：旭川市
前任地：札幌視覚支援学校
担　当：学校事務
趣　味：映画鑑賞、ドライブ
　更別村で勤務することになりまし
た。村の美味しい果物や野菜など食
べることを、楽しみにしています。

出　身：大分県
前任校：更別村立更別小学校
趣　味：野球、サッカー、ギター

３年間更別小学校の教頭を務め、この４
月から上更別小学校長として勤務することに
なりました。村の人の温かさを感じています。
期待に応えられるよう頑張ります。

出　身：旭川市
前任校：帯広市立帯広第四中学校
担　当：数学
趣　味：ドライブ、旅行
　音更町より 45㎞の道のりを毎日ド
ライブして通勤しています。生徒たち
のために頑張ります。

出　身：芽室町
前任校：帯広緑陽高校
担　当：保健・体育
趣　味：スキー、ドライブ

車で通勤していると、あらためて十勝
の素晴らしさを感じられる土地であること
を実感します。よろしくお願いします。

出　身：浦河町
前任校：音更町立緑南中学校
担　当：学校事務
趣　味：ラーメン屋巡り、吹奏楽
　生徒たちが安心して勉強したり、
快適に過ごせるような環境づくりを
担当します。よろしくお願いします。

出　身：清水町
前任校：音更町立下音更中学校
担　当：１年生特別支援
趣　味：白雲山に登ること

子どもが小さい時にはよく「どんぐ
り公園」で遊ばせてもらいました。今
後は「福祉の里温泉」を利用したいです。

出　身：東京都
前任校：音更町立共栄中学校
担　当：１年生特別支援
趣　味：野球、ラグビー、犬の世話
　爽やかな挨拶、何事にも一生懸命
に取り組む更中生のために、力を尽
くしていきたいと思います。

更
別
中
央
中
学
校

更
別
中
央
中
学
校
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こ
の
度
、
３
月
18
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た

村
議
会
に
お
き
ま
し
て
選
任
同
意
を
い
た
だ

き
、
４
月
１
日
付
で
副
村
長
に
就
任
い
た
し

ま
し
た
。

　
私
は
旧
大
蔵
省
（
現
在
の
財
務
省
）
関
東

財
務
局
に
入
局
後
、
平
成
10
年
金
融
監
督
庁

（
現
在
の
金
融
庁
）
に
異
動
い
た
し
ま
し
た
。

　
政
府
の
地
方
創
生
人
材
支
援
制
度
に
基
づ

き
ま
し
て
、
今
般
、
縁
あ
っ
て
北
海
道
更
別

村
に
派
遣
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
更
別
村
は
、
人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
と

い
う
厳
し
い
状
況
の
中
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

を
I
C
T
や
I
o
T
、
A
I
を
活
用
し
て

解
決
す
る
ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
構
想
な
ど
、
先

進
的
な
取
り
組
み
を
進
め
て
お
り
、
更
別
村

を
農
村
の
社
会
問
題
解
決
の
最
先
端
の
地
に

す
る
た
め
、私
も
力
を
尽
く
し
て
参
り
ま
す
。

　
金
融
庁
な
ど
で
は
、
国
民
の
皆
様
と
直
接

接
す
る
機
会
が
少
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
こ

れ
か
ら
は
村
民
の
皆
様
と
接
す
る
機
会
が
多

く
な
る
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
は
、
村
民
の
皆

様
の
立
場
に
立
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に

　
　
　
　
　
　
　

令
和
３
年
４
月

副
村
長
着
任
の
ご
挨
拶

●
問
い
合
せ

　
子
育
て
応
援
課
子
育
て
応
援
係　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
53
・
３
７
０
０

ど
の
よ
う
な
手
続
き
が
必
要
？

　

初
め
て
子
ど
も
が
生
ま
れ
た
と
き
や
、

第
２
子
以
降
が
生
ま
れ
て
養
育
す
る
子
ど

も
が
増
え
た
と
き
、
他
の
市
区
町
村
な
ど

か
ら
転
入
し
て
き
た
と
き
、
公
務
員
で
は

な
く
な
っ
た
と
き
に
は
、
書
類
を
提
出
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
子
育
て
応
援
課
ま
で
お
問
い

　
合
せ
く
だ
さ
い
。

支
給
さ
れ
る
時
期
は
？

　
原
則
と
し
て
、
毎
年
６
月（
２
~
５
月

分
）、
10
月（
６
~
９
月
分
）、
２
月（
10

~
１
月
分
）の
年
３
回
支
給
さ
れ
ま
す
。

児
童
手
当
制
度
の
お
知
ら
せ

　
児
童
手
当
は
、
生
活
の
安
定
と
次
代
の
社
会
を
担
う
児
童
の
健
や
か
な
成
長
を
応
援
す
る

た
め
の
制
度
で
す
。
０
歳
か
ら
中
学
校
修
了
ま
で（
15
歳
の
誕
生
日
後
の
最
初
の
３
月
31
日

ま
で
）の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
所
得
が
一
定
以
上
の
方
は

「
特
例
給
付
」
と
な
り
ま
す
。

※
住
民
登
録
を
さ
れ
て
い
る
市
区
町
村
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。
更
別
村
か
ら
支
給
さ
れ
る
対

　
象
者
は
、
更
別
村
に
住
民
登
録
を
さ
れ
て
い
る
方
の
み
で
す
。

　
現
況
届
は
、
毎
年
６
月
１
日
の
状
況
を

把
握
し
、
６
月
分
以
降
の
児
童
手
当
な
ど

を
引
き
続
き
受
給
す
る
要
件（
児
童
の
監

督
や
保
護
、
生
計
同
一
関
係
な
ど
）を
満

た
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め

の
も
の
で
す
。
５
月
末
頃
に
対
象
者
の
方

に
ご
案
内
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
６
月
中

に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

※
提
出
が
な
い
場
合
は
、
６
月
分
以
降
の

　
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で

　
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

現
況
届
の
提
出
を
忘
れ
ず
に
！

支
給
さ
れ
る
金
額
は
？

児童の年齢 児童手当の金額
（１人あたりの月額）

３歳未満 一律　１万 5,000 円

３歳以上
小学校修了前

１万円
（第３子以降１万5,000円）

中学生 一律　１万円

※児童・生徒を養育している方の所得が所得
制限限度額以上の場合は、特例給付として
月額 5,000 円を支給します。

4
月
１
日
に
着
任
し
た
大
野
副
村
長
よ
り
︑

皆
樣
へ
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す

  ◆出身地

　  秋田県秋田市
  ◆前　任
　  個人情報保護委員会事務局 
　  情報セキュリティ・システ
　  ム検査専門官
  ◆趣味
　  街歩きと神社巡り
　  バスケット B リーグ秋田
　 ノーザンハピネッツの応援

プロフィール紹介

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
笑
顔
と

笑
い
声
が
あ
ふ
れ
、一
人
ひ
と
り
が
輝
く「
日

本
一
の
村
」
に
向
け
て
、
微
力
な
が
ら
尽
力

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
若
輩
で
は
あ
り
ま
す
が
、
副
村
長
と
し
て

の
職
務
を
誠
心
誠
意
努
め
て
い
く
所
存
で
す

の
で
、
皆
樣
方
の
ご
指
導
と
ご
鞭
撻
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任
の
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大お

お
野の

仁
ひ
と
し

　
　
　
　
　
　
　

各課・施設の電話／メールアドレス →　総　務　課　☎ 52 − 2111　　soumu@sarabetsu.jp

　　　　　　　　　　　　　　　　　→　企画政策課　☎ 52 − 2114　　kikaku@sarabetsu.jp

◆
今
年
度
の
主
な
事
業
予
定
に
つ
い
て

　
主
に
、
ど
ん
ぐ
り
公
園
整
備
事
業
、
歯

　
科
診
療
所
維
持
管
理
事
業
、
消
防
防
災

　
施
設
整
備
事
業
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン

　
タ
ー
改
修
事
業
、
国
際
交
流
事
業
な
ど

91
の
事
業
が
、
総
合
計
画
の
基
本
目
標

　
ご
と
に
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

◆
高
度
無
線
環
境
整
備
事
業
に
つ
い
て

◆
消
費
生
活
相
談
室
の
開
設
に
つ
い
て

◆
消
費
者
出
前
講
座
に
つ
い
て

◆
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種

　
に
つ
い
て

◆
上
更
別
運
動
広
場
屋
外
ト
イ
レ
の
通
年

　
解
放
に
つ
い
て

◆
経
済
セ
ン
サ
ス
活
動
調
査
に
つ
い
て

◆
住
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

◆
更
別
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
総
合
補
償

　
制
度
に
つ
い
て

◆
行
政
区
の
運
営
に
つ
い
て

◆
当
面
の
主
な
行
事
予
定
に
つ
い
て

　
６
月
中
旬　
花
い
っ
ぱ
い
運
動

　
７
月
15
日　
更
別
村
戦
没
者
追
悼
式

　
９
月
18
日　
更
別
村
敬
老
会

10
月
中
旬　
ど
ん
ぐ
り
健
康
マ
ラ
ソ
ン

10
月
下
旬　
さ
ら
べ
つ
大
収
穫
祭

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の

　
た
め
、
延
期
ま
た
は
中
止
と
な
る
場
合

　
が
あ
り
ま
す
。

第
１
回

行
政
区
長
会
議
を
開
催

　

４
月
12
日（
月
）、
今
年
度
第
１
回
目

の
行
政
区
長
会
議
が
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
、
24
名
の
行
政
区
長
が
出
席

し
ま
し
た
。

　
会
議
で
は
、
今
年
度
の
主
な
事
業
や
施

策
、
行
事
な
ど
に
つ
い
て
各
担
当
課
長
か

ら
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

   

会
議
で
話
し
合
わ
れ
た
議
題
の
う
ち
主

な
も
の
を
紹
介
し
ま
す
。

●
問
い
合
せ

　
住
民
生
活
課
住
民
生
活
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
52
・
２
１
１
２

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
地
域
の
み

な
さ
ん
が
幸
せ
で
安
心
し
た
生
活
を
送
れ

る
よ
う
に
応
援
し
ま
す
。

　
相
談
い
た
だ
い
た
内
容
や
個
人
の
秘
密

は
守
り
ま
す
の
で
、
何
か
心
配
事
が
あ
り

ま
し
た
ら
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

こ
ん
な
と
き
は
ご
相
談
を

田井　輝男さん　　☎ 52-2234　担当：更別東区・東栄区・香川区
梶浦　亮一さん　　☎ 52-2905　担当：更別区・北更別区
鳥本　政明さん　　☎ 52-2797　担当：南更別区・昭和区・更南区
竹原　敏和さん　　☎ 52-2319　担当：旭区・平和区・勢雄区
村上　和雄さん　　☎ 52-3137　担当：上更別南区・更生区・協和区　
三品　雪子さん　　☎ 52-2436　担当：新栄町・本町
佐藤　輝美さん　　☎ 52-2532　担当：柏町・花園町・中央町
河村　眞知子さん　☎ 52-2239　担当：錦町・曙町
森谷　博美さん　　☎ 52-2772　担当：若葉町・緑町
木本　路子さん　　☎ 52-2840　担当：上更別区

■民生委員・児童委員
酒井　裕子さん　　☎ 52-3380
飯塚　れい子さん　☎ 52-2110

■主任児童委員

５月12日は

民生委員・

児童委員の日です

●問い合せ
　保健福祉課福祉係
　　　　　　　　　☎ 53-3000

支
え
あ
う
住
み
よ
い
社
会
地
域
か
ら

な
ど

・
住
ま
い
に
関
す
る
こ
と

・
生
活
保
護
に
関
す
る
こ
と

・
近
所
付
き
合
い
に
関
す
る
こ
と

・
公
害
や
環
境
衛
生
に
関
す
る
こ
と

・
遊
び
場
、
通
学
路
な
ど
に
関
す
る
こ
と

◆
暮
ら
し
で
困
っ
て
い
る
と
き

◆
育
児
・
教
育
で
困
っ
て
い
る
と
き

・
育
児
や
し
つ
け
に
関
す
る
こ
と

・
非
行
に
関
す
る
こ
と　

・
い
じ
め
や
不
登
校
に
関
す
る
こ
と

・
児
童
虐
待
に
関
す
る
こ
と

・
学
校
生
活
の
悩
み
に
関
す
る
こ
と

◆
家
族
関
係
で
困
っ
て
い
る
と
き

・
結
婚
、
離
婚
に
関
す
る
こ
と

・
相
続
に
関
す
る
こ
と

・
扶
養
に
関
す
る
こ
と

・
親
子
関
係
に
関
す
る
こ
と　

◆
在
宅
生
活
で
困
っ
て
い
る
と
き

・
毎
日
の
介
護
に
関
す
る
こ
と

・
介
護
保
険
制
度
に
関
す
る
こ
と

・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
関
す
る
こ
と
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必ず接種を
狂犬病予防注射を実施

今年も楽しく
大人のまなびやが開校

社会福祉センター大ホールで、５年目となるいきい
き脳の健康教室さらべつ校「大人のまなびや」が、新
たな仲間も加わった14名とサポーター12名でスター
トしました。

開講式にあたり、校長を務める西山村長は「まなび
やで新たなことに挑戦していただき、より良い成果が
あるように楽しんで通ってほしい」とあいさつ。
　初めて参加された方は「今回より仲間に入れてもら
い一緒に勉強したい」と話されていました。

　各行政区会館などを会場に、今年も狂犬病の予防
注射が、４月 14 日・15 日の２日間で計 141 頭に実
施されました。

十勝農業共済組合更別家畜診療所には、飼い主に連
れられ多くの犬が集まりました。注射を警戒し吠える
犬も、飼い主に抱えられながら実施されました。
　住民生活課では「狂犬病は発症すると怖い病気。今
回受けていない方も動物病院などで接種をしてくださ
い」と呼びかけています。

4/20

元気いっぱい楽しさいっぱい
更別幼稚園で入園式

村内の幼稚園・認定こども園で入園式が行われ、更
別幼稚園で 12 名、認定こども園上更別幼稚園で７名
の３歳児が入園しました。
　４月６日には更別幼稚園の入園式が、コロナ禍のた
め在園児の出席はなかったものの、お父さん、お母さ
んの見守る中、執り行われました。
　宝輪博継園長は「今日はお兄さん、お姉さんがいま
せんが、明日からは楽しいことがいっぱいです。元気
に楽しく過ごしましょう」と式辞を述べました。

お祝いの気持ちを込めて
入学祝金を贈呈

　村の将来を担う子どもたちの成長の支援と保護者
の経済的負担軽減を目的に、村内の小・中学校に入
学する児童・生徒の保護者へ入学祝金として５万円
のどんぐり商品券が贈呈されました。

上更別小学校では、入学式の日に合わせて、佐藤
正範教育委員より「入学おめでとうございます。一
人でできることを増やせるよう頑張ってください」
と新入生一人ひとりに手渡され、児童は「ありがと
うございます」と笑顔で受け取っていました。

4/8

4/14

4/6

一般社団法人帯広青年会議所は現在取り組んでいる
SDGs の取り組みを管内市町村へ広げるため、市町村
と連携協定締結を進めており、更別村は８市町村目。
   鈴木信広理事長は「更別村においても SDGs の取り
組みが始まっている。住民サービスの向上に繋がるよ
うな活動へ協力していきたい」とあいさつ。
　西山村長は「大変ありがたく嬉しい。SDGs は 17
の目標がある、コロナ禍の中だが、持続可能なまちづ
くりに連携して取り組みたい」とあいさつしました。

この春に入園・入学した子どもたちの交通安全と健
やかな成長を願い末広学級生のみなさんが手作りした
キーホルダーが、学級長の佐藤光一さんから、保育園、
幼稚園、小学校で、各校長・園長へ手渡されました。

更別小学校では、佐藤学級長が「子どもたちの交通
安全と健やかな成長を願って作りました」と贈呈。
　受け取った栗原賢次校長は「学級生のみなさんの思
いの詰まった贈り物ありがとうございます。大切に使
わせていただきます」とお礼を述べていました。

交通安全を願って
末広学級からキーホルダー贈呈

民間企業の創造性発揮に期待
帯広青年会議所と協定 4/14/2

VILLA
G

E
T

O
P

I
C
S

VIL
LA

G
E

T
O

P
I
C

S 村の

わだい
7days7days

　

４
月
16
日（
金
）、
令
和
３
年

度
更
別
村
建
設
業
協
会
・
建
設

工
事
安
全
連
絡
会
の
労
働
安
全

衛
生
・
交
通
安
全
講
習
会
が
、

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

昨
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め

開
催
を
見
送
っ
た
講
習
会
で
し

た
が
、
今
年
は
会
場
を
大
き
く

し
１
１
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

山
内
信
男
会
長
は
「
昨
年
度

の
労
災
は
０
件
で
し
た
。
各
事

業
所
、
職
員
の
皆
さ
ま
の
努
力

の
た
ま
も
の
で
あ
り
、
大
変
喜

ば
し
い
こ
と
で
す
。
今
年
度
も

労
災
０
を
達
成
し
た
い
で
す
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。
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☎

☎

14各課・施設の電話／メールアドレス　→　産　業　課　☎ 52 − 2115　　sangyou@sarabetsu.jp

　　　　　　　　　　　　　　　　　→　ふるさと館　☎ 52 − 2211　　furusato@sarabetsu.jp

15 各課・施設の電話／メールアドレス　→　住民生活課　☎ 52 − 2112　　jyuumin@sarabetsu.jp

　　　　　　　　　　　　　　　　　→　建設水道課　☎ 52 − 5200　　kensetu@sarabetsu.jp

て
く
だ
さ
い
。

●
納
税
通
知
書
の
送
付

　
自
動
車
税
種
別
割
は
、
札
幌
道

　
税
事
務
所
か
ら
５
月
16
日
に
、

　
軽
自
動
車
税
種
別
割
は
役
場
住

　
民
生
活
課
か
ら
５
月
10
日
頃
に

　
発
送
し
ま
す
。

●
課
税
に
つ
い
て

　
自
動
車
税
種
別
割
は
４
月
１
日

現
在
の
登
録
に
基
づ
き
課
税
さ
れ

ま
す
。
次
の
よ
う
な
時
は
手
続
き

が
必
要
で
す
。

(1)
住
所
が
変
わ
っ
た
と
き

　
札
幌
道
税
事
務
所
・
運
輸
支
局

で
変
更
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。

(2)
自
動
車
を
売
買
し
た
と
き

　
運
輸
支
局
で
移
転
登
録
を
し
て

く
だ
さ
い
。

(3)
自
動
車
を
廃
車
し
た
と
き

　
運
輸
支
局
で
抹
消
登
録
を
し
て

く
だ
さ
い
。

※
各
種
登
録
手
続
に
つ
い
て
は
、

北
海
道
運
輸
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。　

【
自
動
車
税
種
別
割
に
つ
い
て
】

　
十
勝
総
合
振
興
局
納
税
課

　
　
　
　
　
　
☎
27
・
８
５
３
３

　【
軽
自
動
車
税
種
別
割
に
つ
い
て
】

　
住
民
生
活
課
税
務
係

　
　
　
　
　
　
☎
52
・
２
１
１
２

　
審
査
の
結
果
、
道
の
業
務
に
不

備
な
点
や
制
度
に
問
題
が
あ
る
時

は
、
道
の
機
関
に
是
正
や
改
善
を

求
め
ま
す
。

　
個
人
情
報
の
保
護
に
配
慮
し
ま

す
。

●
窓
口

　
道
庁
「
道
政
相
談
セ
ン
タ
ー
」

　
ま
た
は
各
総
合
振
興
局
総
務
課

●
申
立
書
方
法

　
苦
情
申
立
書
に
必
要
事
項
を
記

　
入
し
、
郵
送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

　
メ
ー
ル
に
て
提
出
し
た
く
だ
さ

　
い
。申
立
書
は
、道
ホ
ー
ム
ペ
ー

　
ジ
（
総
合
政
策
部
「
道
政
相
談

　
セ
ン
タ
ー
」
苦
情
審
査
に
関
す

　
る
こ
と
）
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

　
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

北
海
道
総
合
政
策
部
知
事
室

　
　
　
　
　
道
政
相
談
セ
ン
タ
ー

〒
０
６
０-

８
５
８
８

　
札
幌
市
中
央
区
北
３
条
西
６
丁
目

　
☎
０
１
１・２
０
４・５
５
２
３

　　
山
菜
採
り
な
ど
で
山
に
親
し
む

機
会
が
増
え
遭
難
事
故
が
増
加
す

る
時
期
で
す
。
次
の
こ
と
に
注
意

し
て
安
全
に
楽
し
ん
で
く
だ
さ

い
。

　
・
家
族
へ
行
き
先
と
帰
宅
時
間

　
　
を
連
絡
す
る

め
て
い
た
だ
け
な
い
方
に
対
し

て
、
電
話
・
文
書
・
訪
問
に
よ
り

早
期
に
納
め
て
い
た
だ
く
よ
う
案

内
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

未
納
の
ま
ま
放
置
さ
れ
た
り
、

指
定
さ
れ
た
期
限
ま
で
に
納
付
が

無
い
場
合
は
、
延
滞
金
が
課
さ
れ

る
だ
け
で
は
な
く
、
財
産
が
差
し

押
さ
え
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
所
得
が
少
な
い
な
ど
保
険
料
の

納
付
が
困
難
な
場
合
は
、
保
険
料

が
免
除
・
猶
予
さ
れ
る
制
度
が
あ

り
ま
す
の
で
、
お
近
く
の
年
金
事

務
所
か
役
場
住
民
生
活
課
の
国
民

年
金
窓
口
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。　

帯
広
年
金
事
務
所

　
　
　
　
　
　
☎
25
・
８
１
１
３

　
住
民
生
活
課
戸
籍
窓
口
係

　
　
　
　
　
　
☎
52
・
２
１
１
２

　
自
動
車
税
種
別
割
と
軽
自
動
車

税
種
別
割
の
納
期
限
は
５
月
31
日

（
月
）
で
す
。

　
車
検
に
は
納
税
証
明
書
が
必
要

で
す
の
で
、
納
税
後
に
は
納
税
証

明
書
と
車
検
証
を
一
緒
に
保
管
し

　
・
複
数
人
で
行
動
す
る

　
・
天
気
予
報
等
で
確
認
す
る

　
・
体
調
不
良
時
は
断
念
す
る

　
・
軽
装
は
し
な
い

　
・
飲
料
水
や
食
料
を
持
参
す
る

　
・
携
帯
電
話
等
の
連
絡
手
段
を

　
　
持
参
す
る

　
・
ホ
イ
ッ
ス
ル
な
ど
音
の
出
る

　
　
も
の
や
鏡
・
発
煙
筒
等
の
光

　
　
る
物
を
持
参
す
る　

北
海
道
総
務
部
危
機
対
策
局

　
　
　
危
機
対
策
課
危
機
管
理
係

　
☎
０
１
１・２
０
４・５
０
１
４

　　　
令
和
３
年
４
月
か
ら
令
和
４
年

３
月
ま
で
の
国
民
年
金
保
険
料
は

１
万
６
６
１
０
円
で
す
。

　
保
険
料
は
日
本
年
金
機
構
か
ら

送
付
さ
れ
る
納
付
書
に
よ
り
、
金

融
機
関
・
郵
便
局
・
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
で
納
め
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。ま
た
、ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
利
用

し
て
の
納
付
や
便
利
で
お
得
な
口

座
振
替
も
あ
り
ま
す
。

　
日
本
年
金
機
構
で
は
、
国
民
年

金
保
険
料
を
納
付
期
限
ま
で
に
納

●
費
用
の
助
成
に
つ
い
て

　
有
害
鳥
獣
駆
除
活
動
に
参
加
さ

　
れ
る
方
に
は
、
狩
猟
免
許
の
取

　
得
に
係
る
費
用
の
全
額
と
銃
の

　
購
入
費
の
３
分
の
２
程
度
を
助

　
成
し
ま
す
。

受
験
希
望
の
方
は
役
場
産
業
課

　
で
受
験
申
込
書
を
受
け
取
り
、

　
医
師
の
診
断
書
な
ど
の
添
付
書

　
類
と
と
も
に
試
験
受
付
期
間
中

　
に
十
勝
総
合
振
興
局
保
健
環
境

　
部
環
境
生
活
課
自
然
環
境
係
へ

　
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

　
必
要
書
類
な
ど
に
つ
い
て
ご
不

　
明
な
点
は
お
問
い
合
せ
く
だ
さ

　
い
。

更
別
村
鳥
獣
害
防
止
対
策
協
議
会

　
（
産
業
課
農
業
振
興
係
）

　
　
　
　
　
　
☎
52
・
２
１
１
５

　
北
海
道
が
行
っ
た
業
務
や
制
度

の
内
容
を
審
査
す
る
制
度
が
「
北

海
道
苦
情
審
査
委
員
」制
度
で
す
。

皆
さ
ん
自
身
の
利
害
に
関
す
る
苦

情
で
あ
れ
ば
、
苦
情
処
理
委
員
に

申
立
て
が
で
き
ま
す
。

　
皆
さ
ん
に
代
わ
っ
て
、
苦
情
審

査
委
員
が
公
正
で
中
立
な
立
場
か

ら
、
道
の
関
係
機
関
に
対
し
、
必

要
な
調
査
等
を
行
い
ま
す
。

自
動
車
税
種
別
割
・
軽
自
動
車

税
種
別
割
納
期
限
の
お
知
ら
せ

住
民
生
活
課
住
民
生
活
係

　
　
　
　
　
　
☎
52
・
2
1
1
2

　　
更
別
村
環
境
美
化
推
進
協
議
会

で
は
、
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
生

ご
み
の
自
然
処
理
を
推
進
し
、
ご

み
の
減
量
化
を
図
る
た
め
、
家
庭

用
生
ご
み
処
理
容
器
の
購
入
助
成

を
し
て
い
ま
す
。

●
対
象
者

　
村
内
に
住
所
を
有
す
る
個
人

●
助
成
商
品

　
家
庭
用
生
ご
み
処
理
容
器

　
１
５
０
㍑
、
２
３
０
㍑

●
助
成
基
準

　
・
一
世
帯
２
個
ま
で
の
助
成

　
・
指
定
販
売
業
者
か
ら
の
購
入

　
※
一
度
助
成
を
受
け
ら
れ
た
方

　
は
６
年
間
助
成
対
象
外　

●
指
定
販
売
業
者
（
順
不
同
）

　
・
有
限
会
社
小
川
建
設

　
・
株
式
会
社
ヤ
マ
ジ
ョ
ウ

●
助
成
額

　
１
個
に
つ
き
３
０
０
０
円

●
受
付
期
限

　
8
月
2
日
（
月
）

購
入
す
る
前
に
、
印
鑑
を
持
参

し
事
務
局
（
住
民
生
活
課
）
で
交

付
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

全
産
業
分
野
の
売
上
（
収
入
）

金
額
な
ど
の
経
理
項
目
を
把
握

し
、
事
業
所
・
企
業
の
経
済
活
動

を
明
ら
か
に
す
る
５
年
毎
の
調
査

で
す
。

　
基
準
日
を
６
月
１
日
と
し
て
実

施
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

住
民
生
活
課
住
民
生
活
係

　
　
　
　
　
　
☎
52
・
２
１
１
２

　　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
感
染
拡
大
に
伴
う
外
出
自
粛
や

企
業
の
在
宅
勤
務
な
ど
に
よ
り
、

献
血
に
ご
協
力
を
い
た
だ
け
る
方

が
非
常
に
減
少
し
て
お
り
ま
す
。

　
輸
血
を
待
つ
患
者
さ
ん
と
そ
の

家
族
の
た
め
、
一
人
で
も
多
く
の

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

　
今
年
度
、
役
場
前
と
農
協
前
で

の
実
施
予
定
は
、８
月
４
日（
水
）、

11
月
26
日
（
金
）、
令
和
４
年
３

月
28
日
（
月
）
で
す
。

更
別
村
環
境
美
化
推
進
協
議
会

　
（
住
民
生
活
課
住
民
生
活
係
）

　
　
　
　
　
　
☎
52
・
２
１
１
２

　　
次
の
と
お
り
狩
猟
免
許
取
得
試

験
を
実
施
し
ま
す
。

●
受
験
種
類

　
網
猟
免
許
、
わ
な
猟
免
許
、
第　
　

　
一
種
銃
猟
免
許
、
第
二
種
銃
猟

　
免
許

●
受
験
資
格

　
北
海
道
内
に
住
所
を
有
す
る
方

　
（
20
歳
未
満
（
狩
猟
、
わ
な
猟

　
は
18
歳
未
満
）、
精
神
障
害
な　

　
ど
の
病
気
に
か
か
っ
て
い
る

　
方
、
麻
薬
や
覚
せ
い
剤
な
ど
の

　
中
毒
者
は
受
験
で
き
ま
せ
ん
）

●
試
験
内
容

　
適
性
試
験
、
知
識
試
験
、
技
能
試　

　
験
（
適
性
試
験
・
知
識
試
験
の
合

　
格
者
の
み
受
験
）

５
２
０
０
円

第
二
回
試
験
７
月
４
日（
日
）

　
※
受
付
５
月
18
日
（
火
）
か
ら
６

　
月
18
日
（
金
）
ま
で

　
第
六
回
試
験
12
月
５
日
（
日
）

　
※
受
付
10
月
19
日
（
火
）
か
ら
11

　
月
19
日
（
金
）
ま
で

十
勝
総
合
振
興
局

　
（
帯
広
市
東
３
条
南
3
丁
目
１
）

国
民
年
金
保
険
料
を

納
め
ま
し
ょ
う

山
菜
採
り
に
ご
注
意
を

経
済
セ
ン
サ
ス
活
動
調
査
に

協
力
を

４
０
０
ml
献
血
に
協
力
を

知
っ
て
ま
す
か
？

「
苦
情
審
査
委
員
」
制
度

狩
猟
免
許
試
験
実
施
の

お
知
ら
せ

家
庭
用
生
ご
み
処
理
器
の

購
入
助
成
に
つ
い
て
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子
ど
も
か
ら
高
齢
者
、
障
が
い
者
が
集

い
活
動
す
る
ご
ち
ゃ
ま
ぜ
の
居
場
所
作
り

「
生
涯
活
躍
の
ま
ち
」。

　

そ
の
ひ
と
つ
の
取
り
組
み
で
あ
る
ロ

ビ
ー
de
カ
フ
ェ
が
、
そ
の
名
称
を
「
カ
フ
ェ

ゆ
ー
ゆ
」（
運
営
主
体
:
村
社
協
）
へ
変
え
、

令
和
３
年
４
月
よ
り
月
２
回
、
第
２
・
第

４
火
曜
日
の
定
期
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
年
度
第
１
回
目
の
カ
フ
ェ
ゆ
ー
ゆ
は
、

４
月
13
日
に
開
か
れ
、
カ
フ
ェ
コ
ー
ナ
ー
、

ド
ー
ナ
ツ
販
売
、
物
販
、
モ
チ
ー
フ
編
み
、

折
り
紙
交
流
、
ば
く
り
っ
こ
図
書
館
、
動

物
写
真
展
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

村
内
の
障
害
者
就
労
支
援
Ｂ
型
事
業
所

ク
ロ
ー
バ
ー
モ
ア
の
利
用
者
に
よ
る
ド
ー

ナ
ツ
販
売
は
盛
況
で
、
開
始
15
分
で
完
売

と
な
り
ま
し
た
。

　
温
泉
帰
り
の
村
民
も
立
ち
寄
り
、
ロ
ビ
ー

に
は
普
段
と
は
違
う
賑
や
か
さ
が
あ
り
ま

し
た
。

生涯活躍のまち始動

カフェゆーゆ定期開催へ

第２、４火曜日
老人保健福祉センターロビー

12:30 ～ 15:00

入
学
し
て
頑
張
り
た
い
こ
と

　
　
　
　
１
年
A
組　
野
久　
歩
夢

更
別
農
業
高
校
に
入
学
し
て
か
ら

数
日
が
経
ち
、
少
し
ず
つ
高
校
生
活

に
慣
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
ク
ラ
ス

メ
イ
ト
と
の
会
話
は
ま
だ
慣
れ
て
お

ら
ず
、
こ
れ
か
ら
積
極
的
に
話
し
か

け
て
い
き
た
い
で
す
。

　

僕
が
入
学
し
て
頑
張
り
た
い
こ
と

は
﹁
勉
強
と
部
活
の
両
立
﹂
で
す
。

中
学
校
の
こ
ろ
は
体
調
を
崩
し
や
す

く
、学
校
を
休
み
が
ち
だ
っ
た
僕
が
、

高
校
に
入
り
卓
球
部
に
入
部
し
て
か

ら
、
放
課
後
が
楽
し
み
に
な
り
ま
し

た
。
そ
し
て
、﹁
部
活
を
頑
張
る
。

な
ら
勉
強
も
頑
張
ら
な
く
ち
ゃ
﹂
と

思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
高
校
の

授
業
は
話
を
聞
く
だ
け
の
授
業
と
違

い
、
先
生
方
が
わ
か
り
や
す
く
説
明

を
し
て
く
だ
さ
り
、
時
々
、
面
白
い

話
を
は
さ
ん
で
く
だ
さ
る
の
で
、
楽

し
く
授
業
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
て

い
ま
す
。
想
像
し
て
い
た
高
校
の
イ

メ
ー
ジ
と
は
違
い
、
和
や
か
な
雰
囲

気
で
授
業
に
も
集
中
し
や
す
い
環
境

で
す
。

こ
れ
か
ら
、
放
課
後
の
実
習
や

宿
泊
研
修
な
ど
の
行
事
が
本
格
的
に

始
ま
っ
て
き
ま
す
。
僕
は
マ
イ
ペ
ー

ス
で
無
口
な
の
で
、
い
ろ
ん
な
こ
と

で
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
に
迷
惑
を
か
け
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
更
農
生
と
し

て
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
１
年
B
組　
早
坂　
咲
優
香

更
別
農
業
高
等
学
校
に
入
学
し
て

か
ら
１
週
間
が
過
ぎ
ま
し
た
。
今
は

ま
だ
ク
ラ
ス
の
中
に
緊
張
感
が
漂
っ

て
い
ま
す
が
、
徐
々
に
打
ち
解
け
て

い
け
れ
ば
良
い
な
と
思
い
ま
す
。
先

生
や
先
輩
方
は
と
て
も
良
い
方
ば
か

り
な
の
で
、
人
と
の
交
流
を
怠
ら
ず

に
生
活
し
た
い
で
す
。

　

ま
た
、
勉
強
は
も
ち
ろ
ん
初
め
て

の
実
習
や
行
事
な
ど
も
積
極
的
に
取

り
組
み
、精
一
杯
楽
し
み
た
い
で
す
。

私
の
学
年
は
33
人
と
例
年
よ
り
少
な

い
人
数
な
の
で
、
ク
ラ
ス
や
男
女
問

わ
ず
仲
間
と
協
力
し
て
い
ろ
ん
な
こ

と
を
乗
り
越
え
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
大
変
な
時
期
で

は
あ
り
ま
す
が
、
充
実
し
た
学
校
生

活
を
送
れ
る
よ
う
、
自
分
ら
し
く
活

動
し
努
力
を
し
て
い
き
た
い
で
す
。

部
の
増
田
地
域
行
政
局
長
、
３
月
ま
で

本
村
副
村
長
を
務
め
た
次
世
代
社
会
戦

略
局
の
西
海
Ｄ
Ｘ
推
進
課
長
、
同
千
葉

局
長
も
同
席
さ
れ
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
社

等
多
く
の
マ
ス
コ
ミ
の
方
々
か
ら
も
取

材
を
受
け
ま
し
た
。

初
め
に
私
の
方
か
ら
、﹁
更
別
村
ス

ー
パ
ー
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
構
想
﹂
概
要
版
に

基
づ
き
説
明
。﹁
１
０
０
歳
に
な
っ
て

も
ワ
ク
ワ
ク
働
け
て
し
ま
う
奇
跡
の
農

村
﹂
と
題
し
、
イ
ラ
ス
ト
に
描
か
れ
た

構
想
の
全
体
像
を
示
し
、﹁
必
要
な
先

端
技
術
や
デ
ー
タ
を
迅
速
に
連
携
・
共

有
し
な
が
ら
、
高
齢
者
や
地
域
の
困
り

ご
と
の
解
決
を
目
指
す
、
ス
ー
パ
ー
シ

テ
ィ
本
来
の
目
的
や
趣
旨
に
基
づ
き
、

更
別
村
で
の
推
進
体
制
や
先
端
的
サ
ー

ビ
ス
の
具
体
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て

説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　

４
月
16
日
に
内
閣
府
に
申
請
し
た
﹁
ス
ー
パ
ー
シ

テ
ィ
型
国
家
戦
略
特
別
区
域
指
定
に
関
す
る
提
案

書
﹂
＝
﹁
更
別
村
ス
ー
パ
ー
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
構
想
﹂
に

つ
い
て
４
月
19
日
︵
月
︶、
道
庁
に
赴
き
鈴
木
知
事

に
概
要
説
明
を
行
い
、
合
わ
せ
て
更
別
村
へ
の
支
援

を
要
請
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
鈴
木
知
事
と
共
に
北
海
道
総
合
政
策

鈴
木
知
事
に
﹁
ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
﹂
申
請
を
報
告
！

が
あ
ふ
れ
、
20
年
30
年
後
も
豊
か
で

住
み
よ
い
持
続
可
能
な
更
別
村
の
実

現
を
目
指
し
、
エ
リ
ア
採
択
に
向
け

全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

重
ね
て
村
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご

支
援
を
切
に
お
願
い
し
ま
す
。　
　

﹁
じ
い
ち
ゃ
ん
、
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
︵
生

活
の
質
︶
世
界
一
の
村
﹂
の
合
言
葉
の
も
と
、
高

齢
者
の
移
動
支
援
や
24
時
間
の
見
守
り
な
ど
Ａ
Ｉ

︵
人
工
知
能
︶
や
ド
ロ
ー
ン
な
ど
の
を
活
用
し
て

高
齢
者
の
暮
ら
し
や
す
い
村
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
に
今
回
特
区
の
申
請
を
行
っ
た
こ
と
、
更
別
村

が
人
口
減
少
や
少
子
・
高
齢
化
と
い
う
同
じ
悩
み

を
持
つ
北
海
道
１
７
９
市
町
村
や
日
本
の
中
山
間

農
村
地
域
に
お
け
る
﹁
希
望
の
ひ
か
り
﹂
と
な
る

べ
く
地
方
創
生
の
先
頭
に
な
っ
て
構
想
を
進
め
て

い
く
決
意
を
述
べ
、
道
と
し
て
の
連
携
強
化
と
後

押
し
を
強
く
お
願
い
し
て
き
ま
し
た
。

鈴
木
知
事
か
ら
は
﹁
地
方
創
生
や
地
域
振
興

の
大
き
な
一
歩
と
な
る
構
想
推
進
が
重
要
で
あ

り
、
道
と
し
て
も
連
携
を
強
化
し
、
支
援
し
て
い

き
た
い
﹂
と
の
力
強
い
励
ま
し
の
言
葉
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
今
後
、各
省
庁
や
専
門
家
委
員
会︵
有

識
者
会
議
︶
で
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
経
て
、
国
家
戦

力
特
区
諮
問
会
議
、
閣
議
決
定
を
受
け
６
月
に
は

エ
リ
ア
指
定
が
さ
れ
る
予
定
で
す
。
生
き
が
い
を

持
ち
、
幸
せ
な
年
を
重
ね
ら
れ
る
笑
顔
の
幸
歳
者

　

４
月
20
日
（
火
）、
村
農
業

担
い
手
育
成
セ
ン
タ
ー
が
就
農

す
る
農
業
者
を
招
き
、
新
規
就

農
者
激
励
会
を
ふ
る
さ
と
館
で

開
催
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
新
規
就
農
者
は
、

北
更
別
区
の
松
前
航
大
さ
ん
、

南
更
別
区
の
宗
像
悠
介
さ
ん
、

香
川
区
の
三
浦
竜
也
さ
ん
の
３

名
。
主
催
者
を
代
表
し
て
西
山

猛
理
事
長
が
「
新
規
就
農
を
決

意
し
て
く
れ
た
こ
と
は
素
晴
ら

し
い
こ
と
で
あ
り
嬉
し
い
。
活

躍
し
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。
続

い
て
若
園
則
明
副
理
事
長
が

「
コ
ロ
ナ
禍
で
大
変
か
と
思
い

ま
す
が
、
農
業
発
展
の
た
め
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
た
い
」
と
激

励
し
ま
し
た
。

当
日
出
席
し
た
松
前
さ
ん
と

宗
像
さ
ん
は
そ
れ
ぞ
れ
自
己
紹

介
を
し
、「
更
別
出
身
で
は
な

い
が
縁
あ
っ
て
更
別
村
で
農
業

に
従
事
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

早
く
一
人
前
に
な
り
た
い
（
松

前
さ
ん
）」、「
ま
だ
ま
だ
不
安

だ
が
精
一
杯
が
ん
ば
っ
て
い
き

た
い
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
（
宗
像
さ
ん
）」
と
決
意

を
語
り
ま
し
た
。

未来の担い手にエールを！

16各課・施設の電話／メールアドレス →　議会事務局　☎ 52 − 2117　 gikai@sarabetsu.jp

　　　　　　　　　　　　　　　　　→　農業委員会　☎ 52 − 2116　　nougyou@sarabetsu.jp

17 各課・施設の電話／メールアドレス →　保健福祉課　　　　　☎ 53 − 3000　　hoken@sarabetsu.jp

　　　　　　　　　　　　　　　　　→　国民健康保険診療所　☎ 52 − 2301　　shinryousyo@sarabetsu.jp
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太お
お
田た

咲え

茉ま

ち
ゃ
ん

令
和
２
年
５
月
５
日
生

新
栄
町

　花のように愛らしく、笑顔であふ

れる日々をおくってほしいと思い咲

茉にしました。いろんなことに興味

があり活発な子です。

　　　　　　　　　　　和樹・柚香

中な
か

田た

花は
な

ち
ゃ
ん

令
和
２
年
５
月
16
日
生

若
葉
町

曲が聞こえると踊らずにはいられ
ないダンシングはなぴです。かわい
いお花のように季節を体いっぱい感
じて笑顔の花を咲かせようね。
　　　　　　　　　　　裕也・早希

塩し
お
田だ

紗す
ず

ち
ゃ
ん

令
和
２
年
５
月
21
日
生

更
別
東
区

　我が家の癒し担当の次女です。

　兄と姉の後を追いかけて歩き回り

すくすく成長しています。

　これからも笑顔で元気に育ってね。

　　　　　　　　　　　俊輔・美幸

田た

中な
か
ひ
か
り
ち
ゃ
ん

令
和
２
年
５
月
６
日
生

北
更
別
区

　桜満開の晴れた日に元気いっぱい

の産声で誕生してからもう１年。

　いつもニコニコと癒しの笑顔をあ

りがとう！心穏やかにすくすく健や

かに育ちますように。

　　　　　　　　　　　　篤・りな

竹た
け
内う
ち

彩あ
や
笑み

ち
ゃ
ん

令
和
２
年
５
月
23
日
生

緑
町

　生まれたばかりの時は毎日心配だっ

たけど、今では名前のとおりの笑顔が

とってもステキで元気な女の子に育っ

てくれましたね。これからもたくさん

遊ぼうね。

　　　　　　　　　　　将裕・晴美

　
村
で
は
、
６
月
１
日
の
「
人
権
擁
護

委
員
の
日
」
に
合
わ
せ
て
特
設
人
権
相

談
所
を
開
設
し
ま
す
。

　
家
庭
内
の
問
題
や
隣
近
所
の
も
め
ご

と
、
い
じ
め
・
差
別
な
ど
の
人
権
に
関

す
る
悩
み
を
村
内
在
住
の
人
権
擁
護
委

員
が
お
受
け
し
ま
す
。

　
相
談
は
無
料
で
、
難
し
い
手
続
き
や

事
前
予
約
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
相
談

内
容
な
ど
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
の
で

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
日
時

　
６
月
１
日（
火
）

13
時
30
分
~
15
時
30
分

●
場
所

　
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
小
会
議
室

●
問
い
合
せ

　
住
民
生
活
課
住
民
生
活
係

　
　
　
　
　
　
　
　
☎
52
・
２
１
１
２

特
設
人
権
相
談
所
を

開
設
し
ま
す

及川　末雄さん 梶　幸子さん

●人権擁護委員

各課・施設の電話／メールアドレス →　教育委員会　　☎ 52 − 3171　　kyoui@sarabetsu.jp

　　　　　　　　　　　　　　　　　→　子育て応援課　☎ 53 − 3700　　kosodate@sarabetsu.jp

19 各課・施設の電話／メールアドレス → とかち広域消防事務組合更別消防署 ☎ 52 − 2201　　syoubou@sarabetsu.jp
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児童文学・学習書ほか

え ほ ん

『なぜ与太郎は頭のいい人

よりうまくいくのか』

立川　談慶／著

落語や著者自身の体

験などから現代の生

き方を学ぶ一冊。

今月のおすすめ本

新 着 図 書 案 内

更別村農村環境改善センター図書室だより 開館時間　９時 30分〜 18 時 00 分

休 館 日　火曜日および祝祭日 ( 日・月・土以外 )

住 所　更別村字更別南２線 96番地 11

　　　　　農村環境改善センター内

電 話　52− 3171本ごよみ本ごよみ
お知らせ

◆春の図書室まつり
　５月29日に春の図書室まつりを開催します。「ひこ

うき」を題材にした大型絵本や、紙芝居の読み聞かせ、

紙ひこうきとばし大会を行います。

　みなさまぜひご参加ください。

　日時　５月29日（土）10:00〜11:30

　場所　農村環境改善センター

　対象　幼児・小学生

　（幼児は保護者同伴）

　定員　30名

　申込　５月19日（水）まで

　※マスクの着用などの感染症対策

　　への協力をお願いします。

文学・一般書

今月の展示

■一般書コーナー

　『ガーデニングの本』

■児童書コーナー

　『お父さんの絵本』

小
さ
な
こ
と
で
感
情
を
揺

さ
ぶ
ら
れ
る
あ
な
た
へ

(

大
嶋　

信
頼)

日
本
人
の
９
割
が
信
じ
て

い
る
大
間
違
い
な
常
識

(

ホ
ー
ム
ラ
イ
フ

　
　
　

取
材
班)

　「図書室に置いていない本」について、北海道

立図書館や管内の図書館に貸出可能な蔵書がある

場合、取り寄せることができます。貸出期間は図

書室の本と同様に２週間です。図書室のカウン

ターで貸出・返却ができますので、ご利用を希望

される方はお気軽に職員にお声かけください。

相互貸借のご利用について

う
ん
ち
工
場

　
　
　

大
冒
険
！

(

マ
ル
ヤ
・

バ
ー
セ
ラ
ー)

　
　

赤
ず
き
ん

　
　
　
　
　

女
王
へ
の
道

(

ク
リ
ス
・

コ
ル
フ
ァ
ー)

珪
藻
美
術
館　
　

(

奥　
　
　

修)

世
界
遺
産
知
床
の
自

然
と
人
と
ヒ
グ
マ
の

暮
ら
し

(

伊
藤

   

か
お
り

他)

カ
レ
ー
の
お
う
さ
ま　

(

山
本　

祐
司)

ト
ゥ
ク
パ
を
た
べ
よ
う

(

プ
ラ
バ
・
ラ
ム

&
シ
ー
ラ
・
プ
ル

イ
ッ
ト)

自
転
し
な
が
ら

　
　
　
　
　

公
転
す
る

(

山
本　

文
緒)

続　

家
族
の
あ
し
あ
と　
　

(

椎
名　
　

誠)

未
来
の
サ
イ
ズ　

(

俵　
　

万
智)

仕
事
・
人
間
関
係
の
悩

み
が
ス
ー
ッ
と
軽
く
な

る
！
﹁
繊
細
﹂
さ
ん
の

知
恵
袋

︵
武
田　

友
紀)

全
部
わ
か
る
神
社
ガ
イ
ド

(

岸
川　

雅
範)

始
ま
り
の
木　
　

(

夏
川　

草
介)

脳
は
す
こ
ぶ
る

　
　
　

快
楽
主
義

(

池
谷　

裕
二)

学
校
も
地
域
も
ひ
ら
く

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

(

宮
﨑　
　

稔)

あ
る
も
の
で
ま
か
な
う
生
活(

井
出　

留
美)

隣
は
シ
リ
ア
ル
キ
ラ
ー　

(

中
山　

七
里)

A
n
o
th

er 

２
０
０
１

(

辻
本　

行
人)

漁
師
は
な
ぜ
、
海
を
向
い
て

住
む
の
か
？

(

地
井　

昭
夫)

も
ど
っ
て
お
い
で　
　
　

(

鈴
木　

永
子)

ア
ル
フ
ィ
ー　

ゆ
く
え

ふ
め
い
に
な
っ
た
か
め

(

テ
ィ
ラ
・

ヒ
ー
ダ
ー)

い
〜
れ
〜
て
！

(

中
川

　
　

ひ
ろ
た
か)

ど
う
し

て
？　

(

ア
ダ
ム
・
レ
ッ
ク
ス)

ボ
ー
ル
、
み
い
つ
け
た
！　

(

宮
野　

聡
子)

ぷ
し
ゅ
ぷ
し
ゅ

　
　

ど
こ
い
っ
た
？

(

テ
レ
ビ
東
京)

ゆ
め
ぎ
ん
こ
う　
　

(

コ
ン
ド
ウ
ア
キ)

ま
ん
ぷ
く
よ
こ
ち
ょ
う

(

な
か
ざ
わ

　
　
　

く
み
こ)
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ご
厚
意
に
感
謝
し
ま
す

　　
　
４
月
よ
り
担
当
が
変
更
し

　
て
い
ま
す
。

　
●
行
政
区
配
布
物

　
　
住
民
生
活
課
住
民
生
活
係

　
　
　
　
　
☎
52
・
２
１
１
２　

　
●
取
材
、
撮
影
の
依
頼
な
ど

　
　
総
務
課
広
報
係

　
　
　
　
　
☎
52
・
２
１
１
１

　
　
　
　
　

　どなたでも無料で乗車できます。お買い物や通院など

村民バスを
　ご利用ください！

●運行地区・運行日
　◇更別市街　 　 　 　 毎週火曜日〜金曜日
　◇勢雄・更南方面　　　毎週火曜日・木曜日
　◇上更別南・協和方面　毎週水曜日・金曜日
　詳しい運行経路や通過時刻はお問い合せください。
※新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、次
　の取り組みを行っております。みなさんのご理解とご
　協力をお願いします。
　◇運転手のマスク着用　◇バス車内の毎日の消毒
　◇乗降口にアルコール消毒液を設置
●問い合せ　建設水道課土木車両係　☎ 52-5200

にご利用ください。

※ 10月より路線及び運　
　行時刻の見直しを予定　
　しています。決定次第、　
　お知らせします。

ご
厚
意
に
感
謝
し
ま
す

　

株
式
会
社
山
内
組
様
よ
り
１
０
０
０

万
円
の
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
寄
付
金
は
、「
そ
の
他
事
業
（
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
対
策
な
ど
）」

に
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

開催中止のお知らせ
　新型コロナウイルス感染症の感染拡大
防止のため、下記の催しを中止します。
ご理解のほどよろしくお願いします。

●問い合せ
　【すももの里まつり】
　村観光協会事務局（ふるさと館内）

☎ 52-2211
　【高齢者運動会】
　保健福祉課福祉係　　　☎ 53-3000

５月中旬　「すももの里まつり」
６月下旬　「高齢者運動会」

　このほか、新型コロナウイルス感染症
の感染拡大防止の対応については、村
ホームページや防災行政無線などで随時
お知らせします。

総人口

3,160 人
（＋５人）

男性

1,555 人
（＋５人）

女性

1,605 人
（± 0 人）

世帯数

1,349世帯
（＋ 11 世帯）

地域安全ニュース

■更別村の交通死亡事故死ゼロ記録

　1,039 日 (4 月 30 日現在 )

■地域安全運動のお知らせ

　新型コロナワクチン接種に便乗した詐欺に注

意しましょう。「優先接種を受けられる」と振り

込みを求めることはありません。

　ご自宅や職場などに振込を要求する不審な電

話などがあったときには、最寄りの警察署や市

区町村にご相談ください。

戸籍の窓口

有　金　幸　子 さん（更生区）　68 歳

出　島　八重子 さん（協和区）　94 歳

家　常　テ　ル さん（協和区）104 歳
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